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を促す結果といえる．その賛成意⾒の多くは看護の質の
向上や専⾨性が⾼まることを理由としている．その反⾯，
知識が先⾏してしまうのではないかと危惧する回答や臨
床経験の⼤切を唱える回答があったことから教育カリ
キュラムの構築はこのようなニーズを反映した吟味が望
まれる．
そして，教員の質を問う回答も多くみられた．2000年
に⼤学審議会から出されたグローバル化時代に求められ
る⾼等教育の在り⽅についての答申で，⼤学の教員は，
研究者としてばかりでなく，教育者としてのアイデン
ティティを持つこと，および学⽣の教育の改善には，個
⼈ばかりでなく組織として取り組むことという２つを強
調している．また，⽥中は⼤学が⼤衆化された近年にお
いて⼤学の教員は研究者の前に教育者であるという理念
を根底におき教授の質を向上していく必要があると唱え
ている
8)9)
．
現在本⼤学組織ではFD委員会を通し活動を続けてい
るが，前述のこれからの主旨から，統合化や法⼈化に向
けても，委員会に委ねるだけでなく，教員⼀⼈⼀⼈が真
摯にFDを検討し組織的に取り組み続けていかなければ
ならない重要な⺬唆を得たと考える．
Ⅴ．まとめ
愛知県内の病院で働く看護師を対象に，愛知県⽴看護
⼤学⼤学院への進学ニーズを調査した結果，看護師が⼤
学院への進学を希望（現⾏課程への進学希望32.9％，新
設修⼠課程への進学希望52.8％）していながらも，進学
体制を整えることに苦慮していることが明らかになった．
また本学⼤学組織員⼀⼈⼀⼈が，この調査結果を共有
し，そして修⼠課程におけるCNS・認定看護管理者コー
ス，助産師養成コースの新設，博⼠課程新設など，⼤学
院教育課程の充実と，就学しやすい制度の拡充を果たす
ことは，本学⼤学組織にとって意義があることだと⺬唆
された．
［本調査は平成17年度博⼠課程⼩委員会活動の⼀環と
して実施されたものである．］
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